
令和５年度「介護ロボット体験学習事業」実施要項 
 

 

１ 目 的 

県内の小・中学校、高等学校からの希望に応じ、児童生徒を対象に福祉・介護の仕

事の大切さや魅力等を伝えるために、介護ロボット体験学習（以下、「体験学習」と

いう。）を実施し、将来にわたり福祉介護人材の安定的な参入促進を図る。 

 

２ 主 催 

  社会福祉法人 徳島県社会福祉協議会 徳島県福祉人材センター 

 

３ 対 象 

  県内の小・中学校、高等学校の児童生徒・教職員およびＰＴＡ等 

 

４ 実施期間  

令和５年７月１日から令和６年３月３１日まで 

 

５ 実施内容 

徳島県福祉人材センター（以下、「センター」という。）の職員及び講師となる関

係者等が学校等に直接出向き、介護ロボットの基礎知識の説明、介護ロボットとのふ

れあい等を実施する。実施時間は、原則として2時限以上（説明1時限、ふれあい1時限

以上）とする。 

 

６ 実施方法 

(1) 介護ロボット体験学習を希望する学校等は、事業を効果的に実施するため、セ

ンターと協議を行い、原則として、体験学習の希望日の１ヶ月前までに「介護ロ

ボット体験学習」申込書（様式１、以下「申込書」という。）を提出する。 

  (2) センターは体験学習の申込書を受け付けた後、直ちに申込者及び講師となる者

と日程調整を行い、「介護ロボット体験学習承認通知書」（様式２、以下「通知

書」という。）により申込者に連絡する。 

(3) センター職員は、体験希望日の1～2週間前までに、学校を訪問し、担当者と打 

 ち合わせを行う。 

  (4) センターは講師となる関係者等と協力して通知書に従い、体験学習を実施する。 

 

７ 会場の準備及び経費の負担 

会場の設営等に係る経費等は要請者の負担とし、講師の派遣及び説明に係る経費は

センターの負担とする。 

 

８ その他 

センターは、体験学習の改善や学校等のニーズを把握するため、体験学習の参加者

の協力を得て、アンケート（様式３）を実施する。 


